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（令和2年）

（
通
算
）

　「とよた市民の会」は、政党や既成組織の支援を受けずに当選した無所属1人会派の
岡田耕一が代表として活動しております。引き続き皆様に市政・市議会の情報発信や問題
提起をするため、政務活動費を活用させていただき、広報誌を年に1回発行する予定です。
　市政・市議会とともに「とよた市民の会」に対するご意見、ご要望、ご質問等をお気
軽にお寄せください。よろしくお願い申し上げます。

Toyota civic organizationとよた市民の会
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こんにちは。とよた市民の会です！

豊 田 市 議 会

豊田市議会「とよた市民の会」代表　岡田　耕一

〇自宅療養者配食サービス
　新型コロナウイルス感染症患者のうち自宅療養す
る方に対し、自宅療養に専念してもらうため、市によ
る配食サービスを導入します。
支援の内容

　市が業者に委託し、食事の提供を行います。
（１）食事の内容
・弁当（おかずのみ）
・ごはん（レトルトご飯）
・飲料（500mlペットボトル茶）
　1日1回3食分まとめて配達

（２）支援対象者
新型コロナウイルス感染症患者のうち自宅療養者
開始時期

令和2年10月1日

特別定額給付金対象者以外の方への臨時措置

〇豊田市新生児特別定額給付金
　10万円の「特別定額給付金」の対象とならなかっ
た新生児に対する臨時的な措置として、新生児一人
につき本市独自に同額（10万円）の「豊田市新生児
特別定額給付金」を給付します。
給付対象者（申請者）

　令和2年4月28日から令和3年4月1日までに生ま
れ、本市に最初の住民登録をした子の親で、子の
出生日から申請日まで引き続き本市に住民登録し
ている方。
申請書発送

・令和2年8月31日までに生まれた子：9月30日に発送
・令和2年9月1日以降に生まれた子：出生日翌月の中
  旬ごろに発送
申請期限

令和3年5月24日（月曜日）（備考）当日消印有効

〇豊田市臨時特別定額給付金
　「特別定額給付金」の受給資格を持ちながら、申
請前に亡くなられた方の相続人の代表者に対し、

「豊田市臨時特別定額給付金」として、本市独自に
同額（10万円）を給付します。
給付対象者

　令和2年4月27日に本市の住民基本台帳に登録さ
れていて、令和2年8月31日までに同給付金の申請を
行うことなく亡くなられた単身世帯の世帯主の方の
相続人の代表者（原則として配偶者、子、父、母、祖父
母、兄弟姉妹）。相続人が複数いる場合は代表者を決
めて申請してください。
給付額

10万円
申請書発送

故人の死亡時の住所あてに市より郵送されます。
申請期限

令和2年11月30日（月曜日）（備考）当日消印有効

新型コロナ関連新たな取組 （※令和2年10月1日現在）

〇高齢者インフルエンザ定期予防接種の無償化
　高齢者等インフルエンザ定期予防接種の自己負担
分を無料とします。
対象者

（１）65歳以上
（２）60～64歳で一定の障がいのある方
開始時期

令和2年10月1日お問合せ先：特別定額給付金推進室　34-6974
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令和2年9月定例会
決算審査からわかったこと広報とよた・市議会だよりでは伝えきれない令和元年度決算

ふるさと寄付金（ふるさと納税）

　　　　豊田市の税収には大きなマイナス！
皆さん！おいでんバスに乗ってますか？

主な執行内容 執行金額
返礼品購入費・返礼サービス費用 1,143万円
ＰＲ・広告費 69万円
寄付受付ウェブサイト利用料 73万円

執行経費合計 A 1,285万円

人気の返礼品・返礼サービス 送付数 寄付受入額
ゴルフ場の利用券 5,025枚 5,025万円
市美術館年間パスポート引換券 23枚 23万円
消防ホースリメイクバック 17個 17万円
消防防火衣リメイクバッグ 10個 15万円
その他の返礼サービス － 696万円

※動物愛護寄付金 490名 648万円
寄付金合計 B － 6,424万円

豊田市民の他自治体への寄付状況

消防防火衣リメイクバック消防ホースリメイクバック

寄付者数 寄付金額 個人市民税の影響額 C

15, 845人 17億8,137万円 8億2,883万円

路線名 乗客数・人/１便 市負担額・円 /利用者１人
R1年度 H30年度 R1年度  H30年度

藤岡・豊田線（加納経由） 12.2 12.6 347 319
小原・豊田線 22.8 23.6 183 159
藤岡・豊田線（西中山経由） 19.9 20.8 104 89
旭・豊田線 11.4 10.8 544 540
豊田・渋谷線 22.3 16.4 14 22
旭・足助線 1.9 1.9 2,690 2,642
稲武・足助線 3.4 3.6 2,768 2,519
さなげ・足助線 13.9 13.6 468 486
下山・豊田線 16.7 19.4 225 223
保見・豊田線 28.7 28.4 92 53
中心市街地玄関口バス 4.5 4.5 253 233
土橋・豊田東環状線 20.4 20.9 151 161
高岡地域バス（ふれあいバス） 8.5 8.7 480 460
松平地域バス（松平ともえ号） ― ― 716 723
水源東バス 2.5 3.1 3,876 3,005
保見地域バス 1.6 1.8 3,202 2,734
鞍ヶ池地域タクシー ― ― 1,173 ―
石野地域バス（つくばねコース） ― ― 11,808 12,231
石野地域バス（ささゆりコース） 0.7 0.6 5,413 5,626石野地域バス（石野交流館コース） 0.9 0.9
上郷地域バス（にこにこバス） 3.8 3.6 1,849 1,849
稲武地域バス（どんぐりバス） ― ― 6,780 6,411
旭地域バス（旭コッキーバス） ― ― 7,519 8,972
足助地域バス（あいま～る） 2.9 3.1 3,061 2,953
下山地域バス（しもやまバス） ― ― 3,101 2,600
※ １便あたりの人数「―」は、便数が定まっていないデマンド方式(利用 
　  したい日時、バス停を電話で事前予約する)で運行
※ 市民1人あたり市負担額は、R1年3月1日現在人口424,316人で計算

市民1人あたり市負担額：2,191円

運行経費：15億9,156万円
運賃収入等：　6億6,150万円

市負担額：9億3,006万円

1便あたり乗客：0.7人の石野地域バス

1便あたり乗客：28.7人の保見・豊田線

利用者1人あたり市負担額：1.2万円の石野地域バス

利用者1人あたり市負担額：14円の豊田・渋谷線※返礼サービスはないものの多額のご寄付をいただく動物愛護寄付金

　「水道水源保全事業の推進を図る」ことを目的
に平成6年度に豊田市水道水源保全基金が創設
され、各家庭から水道使用量１㎥あたり1円を徴
収し、積み立てています。
　令和元年度は約1,800万円積み立てられ、
① 水 源 の 森 事 業 、② 水 質 保 全 対 策 事 業 、
③水道水源林間伐事業、④水道水源林確保事業、
⑤水道水源林モニタリング事業」を行い、水道水
源の恒久的な保全に取り組んでいます。

皆さん、ご存じですか？
水道料金から1㎥あたり1円余分に
支払っていることを！

B－A－C＝－7億7,744万円
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議会報告
令和2年9月定例会

所属議員の
一般質問とその答弁

よ う こ そ と よ た 市 民 の 会 へ
〜 変 革 す る 勇 気 と 責 任 〜

お
か
だ

お
か
だ

　今年度は、小中特別支援学校いずれも運
動会・体育祭、学芸会・文化祭、遠足・修学旅
行、各種部活動等、児童生徒が楽しみにし、
やりがいを感じていた行事等が、例年どおり
に実施できていない。コロナ禍の収束はまっ
たく見えないが、児童生徒に対して、何らか
の思い出づくりの支援ができないか。

　市内医療機関の経営状況や医療従事者
の現況を本市として、把握しているのか。
　市独自のあらたな医療従事者支援制度を
創設すべきだ、その考えは。

2） 児童生徒に対する思い出づくり支援は？

１） 市独自の医療機関、医療従事者支援策を！

答
弁

　個別の医療機関の経営状況及び医療従
事者の現況は把握していない。医療機関や
医療従事者への支援は、国や県の事業が
実施されている。また、医療機関も利用でき
る豊田市独自の支援制度である「中小企業
者等支援金」も実施している。
　これら本感染症の影響による医療機関等
への必要な支援は、行われていると考えて
おり、本市独自の医療従事者支援制度を
創設する考えはない。
　なお、感染が急速に拡大し、事態がひっ
迫する恐れが生じるようであれば、迅速に対
応を判断する。

　修学旅行は、独自にガイドラインを作成
し、学校が感染予防に努め、安全に実施で
きるよう支援する。
　また、日程の変更や中止等に伴う21日
前までのキャンセル料金は市で全額負担
する。Go Toトラベル事業は、できるだけ活
用する旨を学校に通知している。
　思い出づくりについては、修学旅行を含め
各学校で児童生徒の心情に配慮し、自分
たちで創り上げる達成感を味わうなど、思い
出に残る活動ができるように努めていく。

１.新型コロナウイルス感染症に関する各種支援策の考え方
テーマ選定理由：新型コロナウイルス感染症（以下、本
感染症）に関する市民生活への影響は非常に大きい。
国の本感染症への対応が刻々と変化するなか、本市
行政に対する市民の期待は大きい。
　今回の一般質問でも多くの議員が本感染症に関連し
た質問をしており、重複しない分野について質問した。
本紙では、各種支援策の考え方を記載。

答
弁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本市は、幸いにして、現在まで
市民の感染者で死者、重症者はいないが、市は適切
なPCR検査を行い、感染拡大を防がねばならない。
　長期化が予想されるコロナ禍の現状を把握する
のは当然で、経済的に苦境に陥っている個人、法人
にも手を差しのべるべきだ。待ちの姿勢を脱却し、
各種支援策を拡充されることを期待する。

とよた市民の会 意見

　コロナ禍でも継続的に市公共施設で市民
活動をしている団体等がある。
　主催者は、会場費とともに講師料、出演料
等が必要な場合もあるが、施設側は入場制
限を要請し、参加費、入場料収入は半減以下
となる。特に大きなホールを使用する際は、
大きな影響が出る。
　そこで、半田市等のように入場制限する期
間だけでも施設使用料を減免できないか。

　本市の公共施設の使用料は、施設の維
持管理費等から設定し、利用可能人数に
よるものではないので、現時点では、公共施
設の使用料を減免する考えはない。

答
弁

お
か
だ

3） 公共施設を使用する市民活動を支援せよ！

今年の修学旅行は小中ともに日帰りだが、楽しい旅行にしてほしい

コロナ禍で医療機関の経営も厳しいという。医療が崩壊すれば市民の命が守れない

一
般
質
問
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《発行責任者》
　岡田　耕一　　豊田市宝来町4-758-141
TEL/090-1752-7529　　  FAX/88-9194
http://www.ko1.org/　　E-mail:okada@ko1.org

発行会派／豊田市議会   とよた市民の会
豊田市西町3-60　豊田市議会内
TEL/34-6665　内線　（38068）
FAX/34-6566

市政、議会に関するさまざまな疑問・質問・要望・情報等お気軽にお寄せください
連 

絡 

先

会派等 名称 議員数（名） 交付金額　（円） 執行金額　（円）

とよた市民の会 1 600,000 532,170
自民クラブ 28 16,200,000 15,580,227

市民フォーラム 10 6,000,000 5,790,148
公明党 4 2,400,000 2,400,000
共産党 1 530,000 338,717

　　※　諸派 1 600,000 242,760
心が聴こえる市政の会 1 600,000 600,000

令和元年度　政務活動費　会派別執行金

令和元年度政務活動費　「とよた市民の会」 活動報告概要
執行金額（円） 摘　　要

研修費 270,717
「議員力アップ基礎講座」、「SDGｓによる地域づくり」、「市町村議員特別セ
ミナー」、「人口減少を前提としたこれからの自治体経営」（研修）　ほか

調査研究費 96,262

藤岡地区北一色町地内開発用地に係る登記事項要約書取得（印紙代）、
地権者アンケート、公文書開示請求費用（コピー代、CD-ROM代）、
「残土、土砂条例について」（佐倉市、船橋市、千葉市）、
「災害復旧について」（佐久市）ほか

資料購入費 48,936  地方紙2紙購読料など

広報広聴費 106,000  広報誌「とよた市民の会第11号」印刷、封筒印刷、会報誌郵送費

事務費 10,285 コピー用紙、USBメモリー購入

合計 532,170

※会派名「諸派」議員は辞職。補選当選議員自民クラブ加入。いずれの会派も残金は市に返納

令和元年9月豊田市議会定例会  ≪主な議案の討論と採決状況≫　  内容は会議録をご覧ください
議案名／議員（会派名） 根本（共）北川（自）中村（フ）田代（公）岡田（市）中島（心）採決結果

豊田地域医療センター工事の契約変更 ○ ○ 賛成討論 ○ ○ ○ 全会一致可決

奈良美智氏作の絵画購入 ○ ○ ○ 賛成討論 賛成討論 ○ 全会一致可決

鞍ケ池公園の施設整備・民間管理委託 反対討論 賛成討論 賛成討論 ○ 賛成討論 賛成討論 賛成多数可決

令和元年度豊田市一般会計決算 反対討論 賛成討論 賛成討論 賛成討論 ○ 賛成討論 賛成多数認定

小学校高学年の少人数学級実施の請願 賛成討論 × 反対討論 反対討論 賛成討論 反対討論 賛成少数不採択

※　議案名はわかりやすく表示しています。　議員名は敬称略、発言順に記載。会派名は順に日本共産党豊田市議団（諸派）、

豊田市議会自民クラブ議員団、豊田市議会市民フォーラム、公明党豊田市議団、とよた市民の会（諸派）、心が聴こえる市政の会。

○は討論せずに賛成。×は討論せずに反対

岡田耕一市議「奈良美智氏作品購入」に対する賛成討論（抜粋）

「Through the Break in the Rain」
制作2020年　　2.2ｍ×1.95ｍ

　コロナ禍により、経済的な苦境に陥っている個人、法人が一定数いる。
そして、本市の財政見通しも厳しい状況にある。このようななか、1億1,000
万円の奈良美智氏の作品取得に対して、納税者、有権者である市民のご
理解が本当に得られるのか悩んだが、以下の理由により賛成した。
①　本作品は、作家の特徴がよく表現されており、非常に大きく迫力があること
②　国内の主要な美術館に自分の作品を残したいという作家の意向と当館の
　　希望が一致し、直接、作家から取得し、市場価格より安価であること　等々
　同時に本市財政が本当に厳しくなったときには、市民への影響を最小限にす
るためにも、収蔵作品の売却も検討すべきとの意見を申し添え、賛成した。

詳細は南庁舎1階 市政情報コーナーで閲覧可

討論全文


